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５月号 

○自 学 ・自 立 

○思いやり・感謝 

○鍛 錬 
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3 年授業風景（社会） 

先人に感謝し、その感謝を他の人への思いやりに 
校長 辻 成一郎 

 もうすぐ開校記念日です。 

今の松溪中学校にあたる学校が開校したのは、

1948(昭和 23)年 4 月 5 日でした。その時は、

杉並第二小学校内の仮校舎でスタートし、「下荻(し
もおぎ)第二中学校」という校名でした。先に認可

された、今の神明中学校が「下荻中学校」という名

であったからのようです。 

その年の秋に、桃井第二小学校へ移転しました。 

そして、1949(昭和 24)年の 6 月 10 日（木）

「松溪中学校」としてスタートしました。今のこの

場所にできた木造の新校舎に、みんなで机やいす

など必要なものを運び、掃除をしたそうです。 

この地に中学校が作られたのは、地域の方々が、

杉並区に要望したからでした。そして、学校を建て

ることが認められましたが、その当時は、太平洋戦

争が終わって３年程です。日本中に戦争の傷跡が

残り、杉並区もお金がなく、学校を建てる土地も学

校に必要な備品もありませんでした。 

そんな中で、子供たちのために教育をする場を

作ろうと、この荻窪地区の方々が立ち上がり、開校

にこぎつけました。土地は、地主の方々を説得して

提供してもらいました。この地で花の栽培と販売

で生活していた方は、畑を失うことになりました

が、協力してくださったと言います。 

校舎がない学校では生徒も集まらず、当時の校

長先生やＰＴＡの方々が、戸別に各家庭を訪問し

て説得したとの話も残っています。 

校名も、生徒に来てもらえるものにしようと、善

福寺川にかかる「松溪橋」の名前から「松溪中学校」

と名づけました。 

校章は、校名を松溪中学校にしたときに、ある先

生が、学校の 

周りに多かっ 

た松の「まつ 

ぼっくり」と 

野の花をイメ 

ージに加えて 

デザインした 

そうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌は、1951(昭和 26)年公募しましたが、いい

作品が集まらず、当時ラジオ番組で人気だった学者

で音楽家の堀内敬三氏と全国の学校の校歌の作詞で

有名であった勝承夫氏に，ＰＴＡの方々が直接頼み

に行き、作っていただいたそうです。 

 こうして学校の歴史をたどっていくと、多くの卒

業生や先生方だけでなく、ＰＴＡという形での保護

者の方々や地域の方々の力がなければ、松溪中学校

そのものが無かったということがよくわかります。 

校舎、標準服、様々な行事や生徒会活動など、過

去から現在にいたる松溪中学校に関わってきた、す

べての人たちに、心から感謝したい想いです。その

人たちがいなければ、こんな素晴らしい学校に赴任

し、充実感を味わうことはできなかったからです。 

そして、在校する今の生徒たちにも、過去のこの

学校のことを知ることで、同じ想いを持ってもらい

たいと思うのです。 

開校記念日には、過去の松溪中学校の歴史に想い

を馳せ、松溪中学校を担ってくださったすべての人

に感謝する一日を過ごして欲しいと思います。 

そして、その感謝の想いを、次は自分がこれから

出会う全ての人々への思いやりへとつなげて欲しい

のです。松溪中学校の教育目標でもある、その「感

謝」と「思いやり」が、これからも松溪中学校が素

晴らしい学校として続く力になるだけでなく、みん

なが、幸せに楽しく暮らせる生活に、持続可能な社

会づくりにつながっていくのです。 

誰かが頑張ってくれたから今の松溪中学校や社会

があり、自分がある、そのことをいつも忘れない大

人になってください。開校記念日がそんなことを考

える大切な一日になることを願っています。  
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5 月 7 日（金）の午後、生徒総会を実施しました。今年度はオンライン実施です。各委員長が一つの教室に集まり、

Teams で発信し、その他の生徒たちは自分たちの教室で聞き、質疑応答も Teams で行う形をとりました。コロナ禍

においての行事は工夫しながら、「どうすればできるのか」を考え、今後も実施していきます。 

 

 

  

 

運動部の 3 年生にとっては、「最後の夏の大会」の予選が始まりました。コロナ禍における 2 度目の夏季選手権大

会です。昨年度は中止や一部実施という中途半端な形で「最後の夏」が不完全燃焼に終わってしまいました。 

今年度は緊急事態宣言下であるものの、大会関係者の方々の工夫や努力によって、3 年生のための「最後の夏の大

会」が実施できることになりました。 

5 月 9 日（日）から 5 月 23 日（日）までの松溪中学校運動部の結果は以下の通りになります。 

【卓球部】 

男子団体戦 優勝（東京都大会出場決定） 

女子団体戦 予選敗退 

男子個人戦 内山 公さん、加藤聖里さん、東 琳玖さん、井村千寛さんの 4 名は東京都大会出場決定。 

女子個人戦 神内里菜さん、堤 琴音さんの 2 名は東京都大会出場決定。 

【ソフトテニス部】 

  女子団体戦 予選敗退 

  女子個人戦 廣田桜音さん・松林蓮那さんペア（ベスト 16）。 

【陸上競技部】 

 第 72 回東京都中学校地域別陸上競技大会 

  男子共通 800 ㍍走 西地 欧輔さん 優勝 

  女子共通 走幅跳   谷浦 花怜さん 5 位 

  女子２年 100 ㍍走 平井 菜結さん 7 位             

（上記 3 名は東京都大会出場決定。平井さんは 200 ㍍走も都大会出場決定）    

【バレーボール部】                

  女子 ベスト８                            区大会優勝の卓球部男子団体。 

【バスケットボール部】 

  男子 予選 2 回戦敗退 

  女子 予選敗退 

【サッカー部】 

  予選トーナメント突破。決勝トーナメント進出決定。 

その他、野球部、剣道部は６月に入り、公式戦が始まります。選手の皆さん、よく頑張りました。 

 

 

 

 

 公益社団法人全国学校図書館協議会が創設７０周年を記念して「第１回情報活用授業コンテスト」を創設しました。

このコンクールは学校図書館が、多様な資料やＩＣＴの活用を通した授業展開を支える教育のインフラとしての機能

を発揮し、印刷やデジタル、インターネットによる多様な資料やＩＣＴを活用して、生徒の主体的・意欲的な学びを支

え、授業展開を深め豊かにし、情報活用能力を身につけるための授業実践のすそ野を広げることを目的としています。 

 ４月中旬に最終選考委員会において、松溪中学校の授業実践が「優秀賞」に選ばれました。全国の中学校で優秀賞に

選ばれたのは４校のみという快挙です。 

 受賞した単元・題材は昨年度の２学年（現３学年）の総合的な学習の時間で行った「スキー移動教室 なんでも自由

研究！！」です。スキー教室は残念ながら中止になりましたが、事前学習で表彰されることは、うれしいことですよ

ね。 

 図書館司書の新木さんや授業実践者である先生方（小中先生、近内先生、飯田先生、山根先生、白木先生）、そして

３年生の生徒諸君、おめでとうございます。 

 

 



 

 

 

 

 本来ならば、福島県に 2 泊 3 日の予定で行われるはずだった 1 年生宿泊行事「ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟｽｸｰﾙ」。コロナ禍におい

て、日帰りの行事になりましたが、山梨県河口湖町にある「清水國明の森と湖の楽園」に行ってきました。 

 今回のスローガンは「みんなの良いところを見つけよう！」。入学して 1 ヶ月が経ち、少しずつ中学校生活にも慣れ

てきたところでしたが、まだ話をしたことのない人たちもいるはず。日帰りではありましたが、みんなの良いところ

を見つけるには十分な時間でした。この行事が１年生にとって、良いきっかけになればいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出発時の検温チェック 

清水國明の森と湖の楽園、到着 

午前中は「アイスブレイクゲーム」 

本当はみんなでカレーを食べたかった・・・ 

午後はリアル宝探しゲーム「トレジャーグランプリ」 



 

 

 

運動会についてのお知らせです。昨年度は「学年別競技会」という形での実施でしたが、今年度は感染対策を十分取

りながら、全学年で「運動会」を実施いたします。密を避けるために、保護者や来賓の皆様方の観戦は昨年度同様、控

えていただく形になりますが、後日、当日の写真及び動画を限定公開いたします。詳細は別途、お知らせいたします。 
 

 ６月１２日（土） ６月１３日（日） ６月１４日（月） ６月１５日（火） ６月１６日（水） 

６月１２日が 

晴れの場合 

運動会 

（弁当持参） 
休日 振替休業日 授業（給食） 授業（給食） 

６月１２日が 

雨天の場合 

月曜の時間割 

（弁当持参） 
休日 振替休業日 運動会（給食） 授業（給食） 

１２日、１５日

が雨天の場合 

月曜の時間割 

（弁当持参） 
休日 振替休業日 授業（給食） 運動会（給食） 

 １５日（火）、１６日（水）が運動会の場合、当日の朝に準備を行うことから、時程をずらして実施いたします。 

 

■日 時 令和３年６月１２日（土）８時 45 分開始 

■場 所 松溪中学校 校庭 

■種 目 

（１）個人種目（全員が一種目に出場） 

男子：５０ｍハードル走、１００ｍ走、２００ｍ走、１５００ｍ走 

女子：５０ｍハードル走、１００ｍ走、２００ｍ走、１０００ｍ走 

（２）学級対抗リレー（男女各 4 名の代表選手） 

（３）団体種目 

   全員リレー、大縄跳び 

（４）演技種目 

   3 年男女：よさこいソーラン 

（５）その他  部活動対抗リレー 

なお、競技中の服装は「半袖」「短パン」「はちまき」になります。クラスカラーはＡ組が「赤」、B 組が「青」、 

Ｃ組が「黄」、Ｄ組が「緑」になります。 

 
  

感染症対策として、入場行進は行わず、生徒間のソーシャルディスタンス（生徒席や招集等）を維持します。また、

個人種目での招集は、学年ごとに自席から入退場を行うことで、密を避けます。 

 熱中症対策として、競技中はマスクをはずすことを許可しますが、自席での応援等はマスクをさせます。リレーの

際のバトンやゼッケンは使用の度に消毒を行い、感染対策を行います。何卒ご理解、ご協力の程、よろしくお願い申し

上げます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火）ＳＣによる全員面談（１Ｃ）       
２日（水）専門委員会 
３日（木）中央委員会 運動会全校練習 
４日（金）眼科検診 
７日（月）生徒集会 
８日（火）ＳＣによる全員面談（１Ｄ）、運動会予行 
９日（水）杉教研一斉研究会（5 カット・給食あり） 

１０日（木）開校記念日 
１１日（金）運動会準備 漢字検定 
１２日（土）運動会 
１４日（月）振替休業日 
１５日（火）運動会予備日 
１７日（木）歯科検診（３年・１ＡＢ）、理科出前授業（２年） 
１８日（金）全国学力調査、理科出前授業（２年）、学習説明会 
２１日（月）学校運営協議会 
２２日（火）スポーツテスト 
２４日（木）歯科検診（２年・１ＣＤ）音楽鑑賞教室（２年） 
２９日（火）～７月１日（木）定期考査 
 

 1 日（木）定期考査、専門委員会 
 2 日（金）中央委員会 
 4 日（月）生徒集会 
 9 日（金）第 1 回進路説明会 
１０日（土）土曜授業 被爆体験伝承者講演会 
１２日（月）朝礼 
１３日（火）避難訓練（不審者） 
１４日（水）職員会議 
１９日（月）安全指導、大掃除 
２０日（火）終業式 
２１日（水）三者面談（始）、夏季ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ教室（始） 
２２日（木）海の日 
２３日（金）スポーツの日（オリンピック開会式） 
２７日（火）三者面談（終）、夏季ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ教室（終） 
２９日（木）１年生ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ観戦予定（東京スタジアム） 
３０日（金）２年生ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ観戦予定（東京スタジアム） 
３１日（土）３年生ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ観戦予定（東京スタジアム） 
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